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※　取組状況評価（　S：100%超　　A：80～100%　　B：80%未満　） ※　達成状況評価（　SS→S　　SA→A　　AA→A　　SB→A　　AB→B　　BB→B　）
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地　　　域
（学校運営協議会）

環境安全推進部 登校時の安全指導と声かけ運動

0

復帰率% 0% 0%

重点的取組
取組指標

誰が・何を・頻度

〇人間関係づくりプログラムの実施
○縦割り班活動・集会の充実

○教師が人間関係づくりプログラムの場で、子ど
　もの心に響く実践を月に2回以上行い、それが
　実生活に生かされているかどうかを確認する。
○教師が優しい言動（相手が嬉しくなるような
　行動や言葉かけ等）ができた児童を評価する
　声かけを1日に1回以上する。
　また優しい言動をした児童を評価する場を設
　ける。 （帰りの会等）
○教師が、縦割り班活動や集会活動の中で、優
　しい言葉で交流する場（話し合いや振り返り
　の会等）を週１回以上設定する。

S 登校時の安全指導や声かけ運動を行った。

学習支援部 地域交流計画の実施と読み聞かせ・ゲストティーチャーなどの学習支援 S
地域交流計画をもとに、稲刈り・大内地区歴史探訪、読み聞かせ等の活
動を行った。

教職員に向けてICTの効果的な活用について
の研修を行ったことで、児童・教師共に肯
定的評価が高かったと考えられる。しか
し、自信を持って肯定できるまでには至っ
ていない。引き続き、教職員のＩＣＴの効
果的な活用の研修を行ったり、ICTを活用し
た授業の実践を共有していく。

担　　　当 重点的取組 評価 考察・改善

家　　　庭
学習・生活習慣の確立（頑張りカードの推進とメディアコントロール＜スマホ・タブレット等の使用のきまり）の推
進

A

1学期の頑張りカードの実施により,学習のめあてに向かって頑張り,スマホやタブ
レットの決まりを守ろうとする姿はあったものの、その時期が終わると「戻って
しまう」という保護者の声もあった。取組後の継続が今後の課題である。

S

S

児童アンケートで「体育の
授業や体力アップカードで
立てためあてに向かって、
頑張ることができた」の肯
定的回答は90.9％

教職員アンケートで「児童
は,体力アップのめあてに
向かって頑張ることができ
た」のA評価の回答は９
０％
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・児童アンケートで「体育の授
　業や体力アップカードで立て
　ためあてに向かって頑張るこ
　とができた」の肯定的回答を
　80％以上にする。
　　　　（1学期末  78.6％）
・教職員アンケートで「児童は
　体力アップカードのめあて
　に向かって頑張ることがで
　きた」のＡ評価の回答を70
　％以上にする。
（1学期末　A評価67％）
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サーキットトレーニングの充実

○教師は毎回の授業はじめに、サーキット
   トレーニングに取り組ませる。
○教師は体力アップカードを体育科の単元
　に2回以上扱う。
○児童の頑張る「過程」を教師が認めたり，
   それを積極的に伝えたりするようにする。

　

　S

児童アンケートで「相
手の気持ちを考える優
しい言動できた」の肯
定的回答が８９．１％
教職員アンケートで
「児童は、相手の気持
ちを思いやる優しい言
動ができた」の肯定的
評価１００％

S

どちらも達成指標を上回る結果だっ
た。児童・教師共に「概ねできた」と
いう肯定的評価は高いが、「できた」
と自信を持って肯定できるまでには
至っていない。自然と穏やかな言動は
できていても、意識しての言動になっ
ていないことがうかがえる。3学期は、
相手の気持ちを考えて意識的に優しい
言動をするような取り組みを行う。
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の取組

支援の必要な児童への支援の工夫 ○教師は１日の授業の中で1回以上、児童の
　躓きを想定し、必要な支援を用意する。(知）
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・児童アンケートで「相手の気
　持ちを思いやる優しい言動が
　できた」の肯定的回答を85
　％以上にする。
　（1学期末　A評価44.6％）

・教職員アンケートで「児童は
　相手の気持ちを思いやる優し
　い言動ができた」の肯定的回
　答を90％ 以上にする。
　　（1学期末A評価　27％）

達成指標をどちらも上回った。取組指
標に掲げた三つ目の項目に関し、教職
員アンケート「教師は児童の頑張る過
程を認めたり、積極的に伝えてたりし
ている」では、肯定的回答が100％で
あった。教職員が結果だけでなく、児
童の過程を認めるという意識変化が影
響したと考えられる。また、運動会に
関する取組の効果も考えられるので、
この結果が維持向上できるように、３
学期も引き続き取組を継続していく。

○めあてを意識させた体育授業の実践

(体)

杵築市の今日的課題：重点目標

ICTの効果的活用（頻度）

・児童アンケートで「タブレットを学習に
生かせた」の肯定的回答を75％以上にす
る。

　
○授業中のタブレットの効果的な活用

○教師は授業中に週1回以上【考えの共有】
  【ふりかえり】等でタブレットを活用す
　る。

S

児童アンケートで「タブレットを
学習に生かせた」の肯定的回答は
81.8％。教職員アンケートで
「教師は授業中に週1回以上【考
えの共有】 【ふりかえり】等で
タブレットを活用する」の肯定的
回答100％。
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取組内容

○教師が１日の授業の中で２回以上
 【考えの言葉】を意識した活動を設定
　する。
○算数の問題解決的な学習において、毎時間
　自分の考えを全員が発言するような授業を
　行う。

A

児童アンケートで「自
分の考えが理由をつけ
て言えた」のA評価が
50.9％
教職員アンケートで
「児童は自分の考えを
理由をつけて言えた」
のA評価が60％

S

全員が発表できるような場を設定し、
児童の発言する機会が増えた。また
「考えの言葉」を意識した活動を取り
入れた結果、理由をつけて言える児童
が増えた。3学期も引き続き継続した取
り組みを行う。

・子どもたちが自ら
   解決したくなるよ
   うな課題の設定
・学年に応じた思考
   方法を身につけさ
　せる
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・児童アンケートで「自分の考
　えを理由つけて言えた」の
　A評価50％以上にする。
　　（1学期末　42.9％）

・教職員アンケートで「児童は
　自分の考えを理由をつけて言
   えた」のA評価を50％
　以上にする。
　　（1学期末　40％）
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根拠をもとに自分の
考えを表現できる子
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重点目標：めざす児童生徒像
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各種
調査
結果

R6年度学力定着状況調査の結果（全国平均正答率を上回った観
点）

４年 国語２／５　算数０／５
５年 国語４／５　算数５／５　理科２／５
６年 国語２／２　算数０／２

○学習直後は理解しているが、時間が経つとできなくなる傾向があ
る。   （定着が不十分）
○活用することや読解問題を苦手としている。
○「考えの言葉」を活用しながら、自分の考えを根拠をもって説明
できるよう、指導している。
【1学期児童アンケートより】
○授業中、めあてをもって学習している（87.5％）
○授業中、理由をつけて自分の考えを言えた（87.5％）
○自分の考えと友だちの意見を比べながら言えた（67.9％）

Ｒ5 Ｒ6

【生活指導の喫緊の課題】
　
○相手の気持ちを思いやる言動ができていない
   児童が若干名いる。

運動愛好度 Ｒ５全国値以上種目数

い
じ
め

認知件数 11 5 男子100%（５年）

不
登
校

不登校数 2

Ｒ4

23

＜杵築市＞令和６年度　学校評価の4点セット（自己評価・学校関係者評価） 学校名 杵築市立大内小学校 ２学期

実
態

学力状況 学習・指導の状況 いじめ・不登校の状況 体力の状況

0 【体力／運動の喫緊の課題】
　○体力テストにおける握力・５０ｍ走に課題
　　がある。
　○運動愛好度は、高学年ほど個人差がある。

27／４８　
解消率% 64% 20% 女子５０%（５年） 38／４８　

【テストの喫緊の課題】文章の読解力に課題があり、多くの情報から必要
なことを読み取ることを苦手としている。算数は、基礎基本の定着が不十
分であり、筋道を立てて考える力にも課題がある。

内新規 0

76%

2


